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(57)【要約】
　本発明は、化学式１で表されるピリジンスルホニルウレア化合物を活性成分として含み
、前記ピリジンスルホニルウレア化合物は、エリスロ型（Ｅｒｙｔｈｒｏ－ｆｏｒｍ）及
びスレオ型（ｔｈｒｅｏ－ｆｏｒｍ）の異性体混合物で含まれ、前記エリスロ型（Ｅｒｙ
ｔｈｒｏ－ｆｏｒｍ）が異性体混合物の９２重量％以上で含まれる除草剤組成物に関する
。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記化学式１で表されるピリジンスルホニルウレア化合物を活性成分として含み、
　前記ピリジンスルホニルウレア化合物は、エリスロ型（Ｅｒｙｔｈｒｏ－ｆｏｒｍ）及
びスレオ型（ｔｈｒｅｏ－ｆｏｒｍ）の異性体混合物で含まれ、
　前記エリスロ型（Ｅｒｙｔｈｒｏ－ｆｏｒｍ）が前記異性体混合物の９２重量％以上で
含まれる除草剤組成物。
【化１】

　前記化学式１において、ｎは１から３の整数を示し、
　Ｒは、水素または炭素数１から４のアルキル基であり、
　Ｒ’は、水素、炭素数１から４のアルキル基、炭素数１から３のハロアルキル基、ハロ
ゲン基または炭素数１から２のアルコキシ基であり、
　Ｘ及びＹは、それぞれ独立して炭素数１から２のアルキル基、炭素数１から２のアルコ
キシ基、炭素数１から２のハロアルコキシ基またはハロゲン基である。
【請求項２】
　前記エリスロ型（Ｅｒｙｔｈｒｏ－ｆｏｒｍ）が異性体混合物の９５重量％以上で含ま
れる、請求項１に記載の除草剤組成物。
【請求項３】
　前記エリスロ型（Ｅｒｙｔｈｒｏ－ｆｏｒｍ）が異性体混合物の９５重量％から９９重
量％で含まれる、請求項１に記載の除草剤組成物。
【請求項４】
　前記化学式１において、ｎは、１または２の整数であり、
　Ｒは、水素またはメチル基であり、
　Ｒ’は、水素、ハロゲン基またはメチル基であり、
　Ｘ及びＹは、それぞれメトキシ基である、請求項１に記載の除草剤組成物。
【請求項５】
　前記化学式１において、ｎは、１または２の整数であり、
　Ｒは、メチルであり、
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　Ｒ’は、水素、Ｃｌ、Ｂｒまたはメチル基であり、
　Ｘ及びＹは、それぞれメトキシ基である、請求項１に記載の除草剤組成物。
【請求項６】
　前記化学式１で表されるピリジンスルホニルウレア化合物は、Ｎ－［（４，６－ジメト
キシピリミジン－２－イル）アミノカルボニル］－２－（２－フルオロ－１－メトキシア
セトキシ－ｎ－プロピル）ピリジン－３－スルホンアミド、Ｎ－［（４，６－ジメトキシ
ピリミジン－２－イル）アミノカルボニル］－２－（２－フルオロ－１－ヒドロキシアセ
トキシ－ｎ－プロピル）ピリジン－３－スルホンアミド、Ｎ－［（４，６－ジメトキシピ
リミジン－２－イル）アミノカルボニル］－２－（２－フルオロ－１－（３－ヒドロキシ
プロピオン）オキシ－ｎ－プロピル）ピリジン－３－スルホンアミド、Ｎ－［（４，６－
ジメトキシピリミジン－２－イル）アミノカルボニル］－２－（２－フルオロ－１－（３
－メトキシプロピオン）オキシ－ｎ－プロピル）ピリジン－３－スルホンアミド、Ｎ－［
（４，６－ジメトキシピリミジン－２－イル）アミノカルボニル］－４－メチル－２－（
２－フルオロ－１－メトキシアセトキシ－ｎ－プロピル）ピリジン－３－スルホンアミド
、Ｎ－［（４，６－ジメトキシピリミジン－２－イル）アミノカルボニル］－４－クロロ
－２－（２－フルオロ－１－メトキシアセトキシ－ｎ－プロピル）ピリジン－３－スルホ
ンアミド、及びＮ－［（４，６－ジメトキシピリミジン－２－イル）アミノカルボニル］
－４－ブロモ－２－（２－フルオロ－１－メトキシアセトキシ－ｎ－プロピル）ピリジン
－３－スルホンアミドからなる群から選択された少なくとも一つ以上である、請求項１に
記載の除草剤組成物。
【請求項７】
　前記除草剤組成物は、液状水和剤、水面展開剤、水和剤、粒状水和剤、粉剤、散布剤、
顆粒剤、粒剤及び錠剤からなる群から選択された少なくとも一つ以上の剤形に形成された
、請求項１に記載の除草剤組成物。
【請求項８】
　前記除草剤組成物は、緩衝液、界面活性剤及び凍結防止剤をさらに含む液状水和剤（Ｓ
ｕｓｐｅｎｓｉｏｎ ｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｅ、ＳＣ）の剤形に形成された、請求項１に
記載の除草剤組成物。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　［関連出願の相互参照］
　本出願は、２０１７年１１月１６日付韓国特許出願第１０－２０１７－０１５３２７８
号に基づく優先権の利益を主張し、当該韓国特許出願の文献に開示された全ての内容は本
明細書の一部として含まれる。
【０００２】
　本発明は、優れた除草活性を示す除草活性成分を含む除草剤組成物に関する。
【背景技術】
【０００３】
　作物の栽培技術において、作物の成長を阻害する雑草を防除して作物を保護することは
重要である。作物の栽培地で発生した雑草による作物の生育不振又は収量減少のような被
害を減らすために、これらを効果的に防除でき、作物には安全な除草活性物質が開発され
てきた。現在まで開発された多数の除草活性物質は、特定の作物用として登録され雑草防
除用として用いられている。このような特定の作物の栽培地で発生する雑草の防除用とし
て用いるための除草活性物質は、除草活性が高く、幅広い除草スペクトル（ｓｐｅｃｔｒ
ｕｍ）を有し、且つ、環境及び作物には安全なものが好ましい。
【０００４】
　一方、前記のように除草活性物質を含む除草剤組成物は、水和剤（ｗｅｔｔａｂｌｅ　
ｐｏｗｄｅｒ）、乳剤（ｅｍｕｌｓｉｆｉａｂｌｅ　ｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｅ）、粒状水
和剤（Ｗａｔｅｒ－ｄｉｓｐｅｒｓｉｂｌｅ　ｇｒａｎｕｌｅ）、粒剤（ｇｒａｎｕｌｅ
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）、液状水和剤（Ｓｕｓｐｅｎｓｉｏｎ　ｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｅ）等の剤形として開発
され、除草剤として用いられる。しかし、水和剤、乳剤、粒状水和剤の場合には、一般に
水で所定の濃度で希釈されて散布液として製造されるが、散布液の量が多いので、対象の
水田又は畑の全体表面に均一に散布するためには、過度な費用及び時間がかかるという問
題点がある。粒剤の場合、そのまま直接用いることができるので、水和剤、乳剤及び粒状
水和剤の問題点は解決できたが、全体除草剤を基準に除草活性物質の含量が比較的小さく
、除草剤を形成するための補助剤が必須に含まれなければならず、粉砕、混合、捏和、造
粒、乾燥、分級等、製造工程が複雑であり、散布のむら等が発生するという問題点がある
。前記剤形等の問題点を克服するために、製造工程が比較的簡単であり、環境に優しく、
且つ、散布時に簡素化、効率化が可能な液状水和剤（Ｓｕｓｐｅｎｓｉｏｎ　ｃｏｎｃｅ
ｎｔｒａｔｅ）の製剤が開発された。一方、このように多様な剤形の除草剤として活用さ
れるとき、長期保管時にも除草剤組成物の安定性を確保することは重要な課題である。
【０００５】
　下記化学式ａの化合物［ＩＳＯ提案名：フルセトスルフロン（ｆｌｕｃｅｔｏｓｕｌｆ
ｕｒｏｎ）］はスルホニルウレア系に属する除草活性物質であって、韓国特許第１０－０
３９９３６６号（出願番号第１０－２０００－００５９９９０号）に除草活性物質として
既に記述されている。
【０００６】
【化１】

【０００７】
　前記フルセトスルフロンは、稲、小麦、大麦（適正使用薬量：１０～４０ｇ　ａ．ｉ．
／ｈａ）及び芝生（適正使用薬量：５０～２００ｇ　ａ．ｉ．／ｈａ）に対し土壌または
茎葉処理時にこれらの作物に安全であり、広葉雑草、イネ科雑草、カヤツリグサ科雑草、
一年生及び多年生雑草など広範囲な草種に対して殺草の効果に優れるものとして知られた
物質である。
【０００８】
　しかし、前記のようなスルホニルウレア系に属する除草活性物質を含む除草剤組成物の
安定性の確保が依然として問題となっている。特に、液状水和剤（Ｓｕｓｐｅｎｓｉｏｎ
　ｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｅ，ＳＣ）の剤形の場合、高温保管の条件時に加水分解によって
安定性がさらに落ちるので、長期保管が困難であるという問題点がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】韓国特許第１０－０３９９３６６号明細書
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は、スルホニルウレア系に属する除草活性物質を含む除草剤組成物であって、優
れた除草活性を有し、且つ安定性に優れるので、長期保管が可能な除草剤組成物の提供を
図るものである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は、下記化学式１で表されるピリジンスルホニルウレア化合物を活性成分として
含み、前記ピリジンスルホニルウレア化合物は、エリスロ型（Ｅｒｙｔｈｒｏ－ｆｏｒｍ
）及びスレオ型（ｔｈｒｅｏ－ｆｏｒｍ）の異性体混合物で含まれ、前記エリスロ型（Ｅ
ｒｙｔｈｒｏ－ｆｏｒｍ）が前記異性体混合物の９２重量％以上で含まれる除草剤組成物
を提供する。
【００１２】

【化２】

【００１３】
　ｎは、１から３の整数を示し、
　Ｒは、水素または炭素数１から４のアルキル基であり、
　Ｒ’は、水素、炭素数１から４のアルキル基、炭素数１から３のハロアルキル基、ハロ
ゲン基または炭素数１から２のアルコキシ基であり、
　Ｘ及びＹは、それぞれ独立して炭素数１から２のアルキル基、炭素数１から２のアルコ
キシ基、炭素数１から２のハロアルコキシ基またはハロゲン基である。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、優れた除草活性を有し、且つ長期の高温保管時にも分解率が低く、特
に、液状水和剤（Ｓｕｓｐｅｎｓｉｏｎ　ｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｅ，ＳＣ）の剤形でも優
れた安定性の確保が可能な除草剤組成物を提供することができる。
【発明を実施するための形態】



(6) JP 2021-502995 A 2021.2.4

10

20

30

40

50

【００１５】
　以下、本発明に対する理解を助けるために本発明をさらに詳しく説明する。このとき、
本明細書および特許請求の範囲で用いられている用語や単語は、通常的かつ辞書的な意味
に限定して解釈されてはならず、発明者は自身の発明を最良の方法で説明するために、用
語の概念を適宜定義することができるという原則に即して、本発明の技術的思想に適合す
る意味と概念に解釈されなければならない。
【００１６】
　本発明の除草剤組成物は、下記化学式１で表されるピリジンスルホニルウレア化合物を
活性成分として含み、前記ピリジンスルホニルウレア化合物は、エリスロ型（Ｅｒｙｔｈ
ｒｏ－ｆｏｒｍ）及びスレオ型（ｔｈｒｅｏ－ｆｏｒｍ）の異性体混合物で含まれ、前記
エリスロ型（Ｅｒｙｔｈｒｏ－ｆｏｒｍ）が前記異性体混合物の９２重量％以上で含まれ
る。
【００１７】
【化３】

【００１８】
　前記化学式１において、ｎは、１から３の整数を示し、Ｒは、水素または炭素数１から
４のアルキル基であり、Ｒ’は、水素、炭素数１から４のアルキル基、炭素数１から３の
ハロアルキル基、ハロゲン基または炭素数１から２のアルコキシ基であり、Ｘ及びＹは、
それぞれ独立して炭素数１から２のアルキル基、炭素数１から２のアルコキシ基、炭素数
１から２のハロアルコキシ基またはハロゲン基である。
【００１９】
　より好ましくは、前記化学式１で表されるピリジンスルホニルウレア化合物は、前記化
学式１において、ｎは、１または２の整数であり、Ｒは、水素またはメチル基であり、Ｒ
’は、水素、ハロゲン基またはメチル基であり、Ｘ及びＹは、それぞれメトキシ基であっ
てよい。
【００２０】
　また、さらに好ましくは、前記化学式１で表されるピリジンスルホニルウレア化合物は
、前記化学式１において、ｎは１または２の整数であり、Ｒはメチルであり、Ｒ’は水素



(7) JP 2021-502995 A 2021.2.4

10

20

30

40

50

、Ｃｌ、Ｂｒまたはメチル基であり、Ｘ及びＹはそれぞれメトキシ基であってよい。
【００２１】
　前記化学式１で表されるピリジンスルホニルウレア化合物は、例えば、Ｎ－［（４，６
－ジメトキシピリミジン－２－イル）アミノカルボニル］－２－（２－フルオロ－１－メ
トキシアセトキシ－ｎ－プロピル）ピリジン－３－スルホンアミド、Ｎ－［（４，６－ジ
メトキシピリミジン－２－イル）アミノカルボニル］－２－（２－フルオロ－１－ヒドロ
キシアセトキシ－ｎ－プロピル）ピリジン－３－スルホンアミド、Ｎ－［（４，６－ジメ
トキシピリミジン－２－イル）アミノカルボニル］－２－（２－フルオロ－１－（３－ヒ
ドロキシプロピオン）オキシ－ｎ－プロピル）ピリジン－３－スルホンアミド、Ｎ－［（
４，６－ジメトキシピリミジン－２－イル）アミノカルボニル］－２－（２－フルオロ－
１－（３－メトキシプロピオン）オキシ－ｎ－プロピル）ピリジン－３－スルホンアミド
、Ｎ－［（４，６－ジメトキシピリミジン－２－イル）アミノカルボニル］－４－メチル
－２－（２－フルオロ－１－メトキシアセトキシ－ｎ－プロピル）ピリジン－３－スルホ
ンアミド、Ｎ－［（４，６－ジメトキシピリミジン－２－イル）アミノカルボニル］－４
－クロロ－２－（２－フルオロ－１－メトキシアセトキシ－ｎ－プロピル）ピリジン－３
－スルホンアミド、及びＮ－［（４，６－ジメトキシピリミジン－２－イル）アミノカル
ボニル］－４－ブロモ－２－（２－フルオロ－１－メトキシアセトキシ－ｎ－プロピル）
ピリジン－３－スルホンアミドからなる群から選択された少なくとも一つ以上であってよ
い。
【００２２】
　より好ましくは、前記化学式１で表されるピリジンスルホニルウレア化合物は、下記化
学式２の化合物［ＩＳＯ提案名：フルセトスルフロン（ｆｌｕｃｅｔｏｓｕｌｆｕｒｏｎ
）］であってよい。
【００２３】
【化４】

【００２４】
　前記化学式１の化合物は、２つの非対称炭素を含んでいるので、エリスロ型（Ｅｒｙｔ
ｈｒｏ－ｆｏｒｍ）またはスレオ型（ｔｈｒｅｏ－ｆｏｒｍ）の異性体として存在し得る
。
【００２５】
　本発明の除草剤組成物は、前記化学式１で表される化合物がエリスロ型（Ｅｒｙｔｈｒ
ｏ－ｆｏｒｍ）及びスレオ型（ｔｈｒｅｏ－ｆｏｒｍ）の異性体混合物で含まれ、このと
き、前記エリスロ型（Ｅｒｙｔｈｒｏ－ｆｏｒｍ）が異性体混合物全体の９２重量％以上
で含まれる。より好ましくは、前記エリスロ型（Ｅｒｙｔｈｒｏ－ｆｏｒｍ）が異性体混
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合物の９５重量％以上で含まれてよく、さらに好ましくは、前記エリスロ型（Ｅｒｙｔｈ
ｒｏ－ｆｏｒｍ）が異性体混合物の９５重量％から９９重量％で含まれてよい。
【００２６】
　このように、エリスロ型（Ｅｒｙｔｈｒｏ－ｆｏｒｍ）及びスレオ型（ｔｈｒｅｏ－ｆ
ｏｒｍ）の異性体混合物のうちエリスロ型（Ｅｒｙｔｈｒｏ－ｆｏｒｍ）を９２重量％以
上で含むことにより、優れた除草活性を有するだけでなく、長期の高温保管時にも分解率
が落ちるので安定性を確保することができる。
【００２７】
　前記化学式１で表される化合物をエリスロ型（Ｅｒｙｔｈｒｏ－ｆｏｒｍ）及びスレオ
型（ｔｈｒｅｏ－ｆｏｒｍ）の異性体混合物の形態で含まず、エリスロ型（Ｅｒｙｔｈｒ
ｏ－ｆｏｒｍ）の単独形態で含む場合、生産効率性が非常に落ちる問題があり、スレオ型
（ｔｈｒｅｏ－ｆｏｒｍ）の単独形態で含む場合、除草活性が低下し、分解率が非常に増
加するので安定性が低下する問題がある。また、エリスロ型（Ｅｒｙｔｈｒｏ－ｆｏｒｍ
）及びスレオ型（ｔｈｒｅｏ－ｆｏｒｍ）の異性体混合物で存在するが、異性体混合物の
うちエリスロ型（Ｅｒｙｔｈｒｏ－ｆｏｒｍ）が９２重量％未満で含まれる場合にも除草
活性が低下し、分解率が増加する。特に、液状剤形の場合、加水分解により安定性がさら
に落ちるので、長期の高温保管が困難な問題が発生する。
【００２８】
　本発明において、前記化学式１で表される化合物の異性体混合物を含む除草剤組成物は
、通常の除草剤組成物の剤形で用いられてよい。前記異性体混合物を含む除草剤組成物は
、必要な場合、担体、界面活性剤、または剤形の技術分野で一般に用いられる添加剤をさ
らに含むことで、多様な剤形の除草剤として活用され得る。前記担体及び添加剤は、固体
または液体であってよく、剤形の技術分野で有用な成分、例えば天然または合成の無機物
質、溶媒、分散剤、湿潤剤、接着剤、増粘剤、結合剤などであってよい。
【００２９】
　例えば、前記除草剤組成物は、液状水和剤（Ｓｕｓｐｅｎｓｉｏｎ　ｃｏｎｃｅｎｔｒ
ａｔｅ）、水面展開剤（Ｓｐｒｅａｄｉｎｇ ｏｉｌ）、水和剤（ｗｅｔｔａｂｌｅ ｐｏ
ｗｄｅｒ）、粒状水和剤（Ｗａｔｅｒ－ｄｉｓｐｅｒｓｉｂｌｅ ｇｒａｎｕｌｅ）、粉
剤（Ｄｉｓｐｅｒｓｉｂｌｅ ｐｏｗｄｅｒ）、散布剤、顆粒剤、粒剤（ｇｒａｎｕｌｅ
）及び錠剤（ｔａｂｌｅｔ）からなる群から選択された少なくとも一つ以上の剤形に形成
されてよい。より好ましくは、液状水和剤（Ｓｕｓｐｅｎｓｉｏｎ　ｃｏｎｃｅｎｔｒａ
ｔｅ）であってよく、前記液状水和剤（Ｓｕｓｐｅｎｓｉｏｎ　ｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｅ
）の場合、緩衝液、界面活性剤及び凍結防止剤をさらに含んで形成されてよい。液状水和
剤（Ｓｕｓｐｅｎｓｉｏｎ　ｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｅ）の場合、一般に製造工程が比較的
簡単であり、環境にやさしく、かつ散布時に簡素化、効率化が可能であるという長所があ
るが、加水分解による分解により安定性が落ちる問題があった。しかし、本発明の除草剤
組成物は、エリスロ型（Ｅｒｙｔｈｒｏ－ｆｏｒｍ）及びスレオ型（ｔｈｒｅｏ－ｆｏｒ
ｍ）の異性体混合物のうちエリスロ型（Ｅｒｙｔｈｒｏ－ｆｏｒｍ）を９２重量％以上で
含むことにより、安定性を大きく向上させ、このような液状水和剤（Ｓｕｓｐｅｎｓｉｏ
ｎ ｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｅ）の剤形の場合にも加水分解による分解率を下げ、安定性を
大きく向上させて、高温での長期保管ができるようにした。
【００３０】
　前記除草剤組成物の多様な剤形は、公知の方法により、例えば有効成分を溶媒、固体担
体、界面活性剤またはその他の添加剤と緊密に混合及び／又は粉砕することで製造するこ
とができる。
【００３１】
　前記溶媒として使用可能なものは、芳香族炭化水素、例えばキシレン混合物または置換
されたナフタレン；エタノール、エチレングリコール、エチレングリコールモノメチルエ
ーテルまたはエチレングリコールモノエチルエーテルのようなアルコールとグリコール及
びそのエーテルとエステル；シクロヘキサノンのようなケトン、Ｎ－メチル－２－ピロリ
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ドン、ジメチルスルホキシドまたはジメチルホルムアミドのような強い極性溶媒及びエポ
キシ化されたヤシ油または大豆油のようなエポキシ化されているかエポキシ化されていな
い植物油；または水であってよい。このような溶媒は、液状剤形用溶媒または粒状製剤の
補助溶媒として用いられてよい。
【００３２】
　前記散布剤及び粒状製剤に一般に用いられる固体担体は、通常、タルク、カオリン、モ
ンモリロナイト、パイロフィライト、ベントナイト、または炭酸カルシウムのような粉砕
された天然鉱物であるか、ゼオライトのような吸着性担体、または砂であってよい。それ
だけでなく、多数の予備粉砕された無機または有機物質を用いてよい。
【００３３】
　前記界面活性剤は、剤形化される化学式１の化合物の性質によって良好な分散、湿潤及
び潤滑特性を示す非イオン性、陽イオン性及び／又は陰イオン性界面活性剤の中から選択
されてよい。
【００３４】
　前記化学式１の化合物の異性体混合物を含む除草剤組成物を投与するより好ましい方法
は、液状製剤で植物の生息地を濡らすか、活性成分を固体形態、例えば粒状製剤の形態で
土壌に混入させることで（土壌処理）、根及び幹を介して土壌または水を経て植物体に到
達させることである。または、植物の葉に直接投与することによっても除草活性を示すこ
とができる（葉面投与）。投与回数及び投与率は、植物の生物学的特性及び気候、土壌環
境によって変化し得る。
【００３５】
　本願は、今から特定の具体例に関して説明されるものであり、これは、本発明の範囲を
制限しようとするものではない。逆に、本出願は、特許請求の範囲の範囲内に含まれる全
ての代案及び変形をカバーする。よって、以下は、特定の具体例の例示の目的のために本
出願の実行を例示するものであり、その過程及び概念的様態の有用で且つ容易に理解され
た説明であると考えられるものを提供するために提示される。
【００３６】
　以下の実施例は、当業者に本願で提供される化合物、組成物、及び方法がどのように作
られて評価されるかの完全な開示及び説明を提供するために提示され、単に例示的なもの
として意図される。よって、実施例は、決して発明者が彼らの発明と見做すものの範囲を
制限するためのものではない。反応条件、例えば、構成要素の濃度、所望の溶媒、溶媒混
合物、温度、圧力、及び他の反応パラメータ及び純度、収率等のような生成物特性を最適
化するために用いられ得る条件の多くの変形及び組み合わせがある。このようなものは、
また、本願の範囲内にあるものと見做される。全ての可能な変化において、前記説明され
た要素の如何なる組み合わせも、本願で異なって指示されていないか、文脈上異なって明
らかに否認されていなければ、本発明によって含まれる。
【実施例】
【００３７】
　実施例１
　Ｋ２ＨＰＯ４及びＫＨ２ＰＯ４に水を補充して総１Ｌの溶液を作り、０．１Ｍのホスフ
ァート（ｐｈｏｓｐｈａｔｅ）緩衝液を製造した。その後、緩衝液６５．８重量部にＣＲ
－ＤＯＳ７０Ｐ（Ｄｉ（２－ｅｔｈｙｌｈｅｘｙｌ）ｓｕｌｆｏｓｕｃｃｉｎａｔｅ、ｓ
ｏｄｉｕｍ　ｓａｌｔ、Ｃａｓ　ｎｏ．５７７－１１－７）３．０重量部、ＮＫ－ＳＵ５
００（ｓｕｃｒｏｓｅ　ｌａｕｒａｔｅ、ｃａｓ　ｎｏ．２５３３９－９９－５）１．０
重量部、消泡剤ＳＡＧ－６２２（モメンティブ社製）０．２量部を入れて十分に混合し、
均一な状態で１－（３－｛［（４，６－ジメトキシ－ピリミジン－２－イル）カルバモイ
ル］スルファモイル ｝－２－ピリジニル）－２－フルオロプロピルメトキシアセテート
（Ｆｌｕｃｅｔｏｓｕｌｆｕｒｏｎ、ＦＴＳ）のエリスロ型（Ｅｒｙｔｈｒｏ－ｆｏｒｍ
）を９６重量％、スレオ型（ｔｈｒｅｏ－ｆｏｒｍ）を４重量％で含む異性体混合物１０
．０重量部を入れ、撹拌機を用いて十分に混合した。ここにガラスビーズ（Ｇｌａｓｓ　
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ｂｅａｄ）を入れて粉砕を行い、粒子サイズの平均値が１～２μｍになるまで進めて湿式
部を製造した。
【００３８】
　次に、Ｐ．Ｇ（ｐｒｏｐｙｌｅｎｅ　ｇｌｙｃｏｌ、ｃａｓ　ｎｏ．５７－５５－６）
３．０重量部にＸ．Ｇ（Ｘａｎｔｈａｎ　Ｇｕｍ、ｃａｓ　ｎｏ．１１１３８－６６－２
）０．１重量部、Ｍ．Ｖ［５－クロロ－２－メチル－４－イソチアゾリン－３－オン（ｃ
ａｓ　ｎｏ．２６１７２－５５－４）と２－メチル－４－イソチアゾリン－３－オン（ｃ
ａｓ　ｎｏ．２６８２－２０－４）］０．２重量部を入れて十分に撹拌した。その後、０
．１Ｍのホスファート（ｐｈｏｓｐｈａｔｅ）緩衝液１６．７重量部を入れて十分に撹拌
し、増粘部を製造した。
【００３９】
　次に、前記湿式部７０重量部に増粘部３０重量部を入れて十分に撹拌し、液状水和剤の
剤形の除草剤組成物を製造した。
【００４０】
　実施例２
　ＦＴＳとしてエリスロ型（Ｅｒｙｔｈｒｏ－ｆｏｒｍ）を９２重量％、スレオ型（ｔｈ
ｒｅｏ－ｆｏｒｍ）を８重量％で含む異性体混合物を混合したことを除き、実施例１と同
様に行って液状水和剤の剤形の除草剤組成物を製造した。
【００４１】
　実施例３
　ＣＲ－ＰＥ６２（Ｐｏｌｙｅｔｈｙｌｅｎｅ－Ｐｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅｎｅ　ｇｌｙｃ
ｏｌ、Ｃａｓ　ｎｏ．９００３－１１－６）１５重量部をｃｅｌｉｔｅ　２８１（Ｃａｌ
ｃｉｎｅｄ　Ｄｉａｔｏｍｉｔｅ、Ｃａｓ　ｎｏ．９１０５３－３９－３）２０重量部に
吸着させた後、１－（３－｛［（４，６－ジメトキシ－ピリミジン－２－イル）カルバモ
イル］スルファモイル ｝－２－ピリジニル）－２－フルオロプロピルメトキシアセテー
ト（Ｆｌｕｃｅｔｏｓｕｌｆｕｒｏｎ、ＦＴＳ）のエリスロ型（Ｅｒｙｔｈｒｏ－ｆｏｒ
ｍ）を９６重量％、スレオ型（ｔｈｒｅｏ－ｆｏｒｍ）を４重量％で含む異性体混合物１
０重量部、ＮＫ－ＥＦＷ（２－Ｎａｐｈｔｈａｌｅｎｅｓｕｌｆｏｎｉｃ　ａｃｉｄ、ｐ
ｏｌｙｍｅｒ　ｗｉｔｈ　ｆｏｒｍａｌｄｅｈｙｄｅ、Ｓｏｄｉｕｍ　ｓａｌｔ、Ｃａｓ
　ｎｏ．３６２９０－０４－７）２重量部、ＮＫ－Ｄ４２５（２－Ｎａｐｈｔｈａｌｅｎ
ｅｓｕｌｆｏｎｉｃ　ａｃｉｄ、ｐｏｌｙｍｅｒ　ｗｉｔｈ　ｆｏｒｍａｌｄｅｈｙｄｅ
、Ｓｏｄｉｕｍ　ｓａｌｔ、Ｃａｓ　ｎｏ．３６２９０－０４－７）３重量部、ＣＲ－Ｓ
ＤＳ（ｓｏｄｉｕｍ　ｄｏｄｅｃｙｌ　ｓｕｌｆａｔｅ、Ｃａｓ　ｎｏ．１５１－２１－
３）１重量部、ＣＲ－ＵＦ１００Ｆ（Ｕｒｅａ－ｆｏｒｍａｌｄｅｈｙｄｅ　ｒｅｓｉｎ
（ＣＡＳ　ｎｏ．９０１１－０５－６））１０重量部を混合し、組成物の合計が１００重
量部になるように残部のタルク（Ｔａｌｃ）を混合した後、エアジェットミル（Ａｉｒ－
ｊｅｔ　ｍｉｌｌ）を用いて粉砕した。粉砕された混合物に水１０～１２重量部を入れて
練った後、造粒機（Ｇｒａｎｕｌａｔｏｒ）を用いて粒子化し、８０℃内外の温度で熱風
乾燥して粒状水和剤の剤形の除草剤組成物を製造した。
【００４２】
　比較例１
　ＦＴＳとしてエリスロ型（Ｅｒｙｔｈｒｏ－ｆｏｒｍ）を８８重量％、スレオ型（ｔｈ
ｒｅｏ－ｆｏｒｍ）を１２重量％で含む異性体混合物を混合したことを除き、実施例１と
同様に行って液状水和剤の剤形の除草剤組成物を製造した。
【００４３】
　比較例２
　ＦＴＳとしてエリスロ型（Ｅｒｙｔｈｒｏ－ｆｏｒｍ）を８５重量％、スレオ型（ｔｈ
ｒｅｏ－ｆｏｒｍ）を１５重量％で含む異性体混合物を混合したことを除き、実施例１と
同様に行って液状水和剤の剤形の除草剤組成物を製造した。
【００４４】
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　比較例３
　ＦＴＳとしてエリスロ型（Ｅｒｙｔｈｒｏ－ｆｏｒｍ）を８８重量％、スレオ型（ｔｈ
ｒｅｏ－ｆｏｒｍ）を１２重量％で含む異性体混合物を混合したことを除き、実施例３と
同様に行って粒状水和剤の剤形の除草剤組成物を製造した。
【００４５】
　［実験例：除草剤組成物の保存安定性の評価］
　前記実施例１から３及び比較例１から３の除草剤組成物に対する保存安定性の評価のた
めに、液状試料はポリエチレン（ＰＥ）材質のプラスチック瓶に、粒状試料は銀箔封筒に
それぞれ約１００ｇ満たし、密封してから５４（±２）℃に維持されるオーブンにそれぞ
れ４週間保管した後、ＨＰＬＣ（製造社：Ｗａｔｅｒｓ）で活性成分の面積値を測定して
分解率を評価した。その結果を下記表１に示した。
【００４６】
　ＨＰＬＣ分析条件は、以下の通りである。
　Ｃｏｌｕｍｎ：１００ｍｍ×４．６ｍｍ　ｉ．ｄ．「Ｃａｐｃｅｌｌ　Ｐａｋ」Ｃ１８
　ｃｏｌｕｍｎ，３μｍ　ｐａｒｔｉｃｌｅｓ
　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｐｈａｓｅ：ａｃｅｔｏｎｉｔｒｉｌｅ／ｗａｔｅｒ（０．０２Ｍ　ａ
ｍｍｏｎｉｕｍ　ａｃｅｔａｔｅ＋０．１Ｍ　ａｃｅｔｉｃ　ａｃｉｄ）＝３２／６８
　Ｆｌｏｗ：１．０ｍＬ／ｍｉｎ．
　Ｃｏｌｕｍｎ　Ｔｅｍｐｅｒａｔｕｒｅ：３０℃
　Ｉｎｊｅｃｔｉｏｎ　Ｖｏｌｕｍｅ：１０μｌ
　Ｄｅｔｅｃｔｏｒ　Ｗａｖｅｌｅｎｇｔｈ：２５４ｎｍ
　Ｒｕｎ　ｔｉｍｅ：２０ｍｉｎ．
【００４７】
【表１】
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